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Ｇ２０で本校生が提言を行いました。
６月８日(土)，つくば国際会議場での「Ｇ20 貿易・デジタル経済大臣会合」におい

て，本校の５年次生６名が参加国の閣僚に対して，「ＡＩを利用した食品ロスの削減」に
ついての提言を行いました。余った食品を必要な家庭などに配る革新的な食品輸送を
「The MOTTAINAI System」としてまとめ，英語で提言しました。
国際会議の大舞台で，日本の高校生を代表して，立派な提言ができました。この模様

は，当日夕方のＮＨＫ首都圏ニース645や，翌９日の朝刊各紙に大きく報道されました。
許可をいただきましたので，６月９日の茨城新聞の記事を掲載させていただきます。
６名の生徒たちは，５月29日に本校を訪問して激励してくださった石田真敏総務大臣

と再会し声をかけていただき，喜んでいました（大臣訪問の記事はドリーム第440号）。
なお，本校では，今回の発表を一過性のものとはせず，Ｇ20レガシーとして，今後，

食品ロスの問題やＳＤＧｓに積極的に取り組んで行きたいと考えています。

■2019年（令和元年）６月９日付け茨城新聞 第23面より


